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【収入】397,595千円 【支出】397,595千円

令和８年度 社会福祉事業会計予算

法人運営事業
　　　　124,549

（単位：千円）（単位：千円）

受託金収入  222,126

経常経費
補助金収入
107,073

事業収入　　　　　　　　　 2,450
貸付事業収入　　　　　　　    804

受取利息
配当収入  559

その他の収入　783

積立資産取崩収入  6,204

拠点区分間繰入金収入  10,547

寄附金収入　　　      1,000

会費収入　　　　      1,100

前期末支払資金残高   5,898

障害福祉
サービス等
事業収入
　　 39,051

令和８年度　事業計画
　基本理念「向こう三軒両どなり　みんなつながり支え合い　いきいき安心おおむらづくり」の実現
のため令和８年度は、これまで本会で推進してきた総合相談を基盤とした地域づくりを一層発展さ
せるとともに、自主財源の確保や福祉人材の確保・育成・定着に取り組み、本会の組織基盤の強化
を図ります。
　また、本会でこれまで築いてきた町内会・民生委員児童委員・医師会などとの連携の下、生きが
いづくり・介護予防・ボランティア活動・訪問相談など、本会にしかできない活動を継続し、住民と
ともに支え合い、生きがいを育み、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現に取り組みます。

　基本理念「向こう三軒両どなり　みんなつながり支え合い　いきいき安心おおむらづくり」の実現
のため令和８年度は、これまで本会で推進してきた総合相談を基盤とした地域づくりを一層発展さ
せるとともに、自主財源の確保や福祉人材の確保・育成・定着に取り組み、本会の組織基盤の強化
を図ります。
　また、本会でこれまで築いてきた町内会・民生委員児童委員・医師会などとの連携の下、生きが
いづくり・介護予防・ボランティア活動・訪問相談など、本会にしかできない活動を継続し、住民と
ともに支え合い、生きがいを育み、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現に取り組みます。

1　地域福祉活動の推進

3　社会福祉協議会の基盤整備

□福祉人材を発掘・育成する取り組みの強化
□地域課題の発掘・解決のための支援体制の
　充実
□災害ボランティア支援体制の整備

□職員の人材確保と育成、定着の推進
□安定的財源の確保による財務基盤強化
□研修の充実と働きやすい職場環境の整備

2　総合相談窓口の強化

□成年後見制度の体制整備と機能強化
□内部事業どうしの事例検討による相談力強化
□他機関との協働による、相談体制の強化

□成年後見制度の体制整備と機能強化
□内部事業どうしの事例検討による相談力強化
□他機関との協働による、相談体制の強化

社協だより（2）令和8年5月1日

ボランティアセンター
運営事業　　 11,377

委託相談
支援事業
56,404

地域生活支援事業 14,586
高齢者等日常生活支援事業
福祉サービス利用援助事業
大村市高齢者活動支援施設経営事業
資金貸付事業
善意銀行運営事業
福祉基金運営事業 

11,620
5,515
26,240
12,146
1,001
1,283

大村市療育支援センター
経営事業 　 　　 20,232

障害福祉
サービス等事業
 　　　　39,051

32,103

生活困窮者
 自立相談
　 支援事業

障害者虐待防止
対策支援事業
5,561

大村市総合福祉センター
経営事業　8,759

共同募金配分金事業　14,558

成年後見制度利用促進事業　12,610



令和8年5月1日（3）社協だより

赤
十
字
活
動
資
金
募
集
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を
『
赤
十

字
運
動
月
間
』
と
定
め
、
会
員
へ
の
加
入
や
活

動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
、
災
害
救
護
活
動
や
救
援

物
資
の
配
布
、救
急
法
等
の
講
習
、医
療
事
業
、

血
液
事
業
等
様
々
な
事
業
を
展
開
で
き
ま
す
の

は
、皆
様
か
ら
の
活
動
資
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
本
年
度
も
、
赤
十
字
事
業
に
対
す
る
市
民
の

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令和８年度募集計画

お問合せ

大村市目標額

運動月間

10,032,000円

5月1日（金）～5月31日（日）

日本赤十字社長崎県支部大村市地区
（大村市社会福祉協議会内）

℡ 53-1351

　
２
月
17
日
（
火
）、
シ
ー
ハ
ッ
ト

お
お
む
ら
　
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
て

「
第
31
回
大
村
市
社
会
福
祉
大
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
14
名
と
６
団
体
の
皆
さ
ま
へ

表
彰
を
行
い
、
会
場
か
ら
は
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
村

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ま
つ
ぼ
く
り
の
皆
様
に
よ
る
心

に
響
く
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
全
体
が
優
し
い
音
色
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
佐
伯
市
鷹
鳥
屋
神
社
宮
司
の
矢
野
大
和

氏
を
お
迎
え
し
、「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」を
テ
ー

マ
に
、地
域
に
生
き
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
関
わ
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

〝
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り〝

に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

第31回 大村市社会福祉大会

～支え合い  助け合い  あたたかいまちづくり～

受講生募集！　7/10開講
介護福祉士実務者研修

自宅学習＋スクーリング10日間
（介護過程Ⅲ・医療的ケア）

※アカウント登録料1,000円（1人）
　かかります

e-ラーニング
で学べます。
（学習課題）

＜受講期間＞ 7/10（金）～ 6か月間
＜受講対象＞ 次のすべてを満たす方
・大村市に在住、または大村市へ通勤している
・講義日程について原則全日程参加できる
・研修修了後に大村市内の福祉関係の事業所に就職、
　または継続して勤務する意思がある
　（介護職員初任者研修修了以上の有資格者または介
　　護等の実務経験がある人が望ましい）

＜演習場所＞ プラットおおむら（本町458-2）
＜受 講 料＞ 無 料　テキスト代 14,300円（税込）
＜定　　員＞ 20名　申込者多数の場合は選考により決定
＜申込期間＞ 5/29（金）～6/19（金）　
　　　　　　　　　※詳しくはお尋ねください。

【お問合せ】
　　大村市社会福祉協議会　℡５３-１３５１
　　　　　　　本事業は大村市の委託事業です。



支えあう 住みよい社会 地域から

令和8年5月1日 社協だより（4）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
ひ
ろ
ば

社
会
福
祉
法
人
　
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

〒
856-0832　

大
村
市
本
町
458-2　

プ
ラ
ッ
ト
お
お
む
ら
 3階
　
　
Tel.0957-53-1351（

代
）　

大村市民生委員・児童委員協議会連合会
　     TEL／FAX   ４７－５９５０問合せ先

見守り・声かけ・相談支援
　2月25日（水）、民生委員・児童委員の一般研
修が開催されました。
　研修会では、社会福祉協議会および地域包括
支援センターからの業務説明をはじめ、ＫＴ福
祉研究所長の松藤和生氏の講演会、委員同士の
グループワークが実施されました。
　松藤氏の講演会では、「民生委員が学ぶ人権
と個人情報」と題して、自らの障がい者の父と
の関わり、民生委員活動を原点に福祉・ボラン
ティア一筋に活動された松藤先生の講義は、学
ぶことが多くとても参考になりました。
　特に、民生委員活動の基本は、相談支援であ
り、知り得た情報の守秘義務、相手の思いを尊
重し選択を奪わない支援を行うことの大切さを
強調されました。
　グループワークでは、見守り・声かけ・相談
支援等、私たちに何ができるのかについて熱心
に研修しました。

講師の松藤氏（左）の指導を受けながら、 熱心にグループワーク
を行う委員の皆さん（市コミセン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真:長崎新聞社提供）

グループワーク
◎個人情報の取り扱い　◎本人の意思の重要性
◎守秘義務・通告義務
１．本人の利益になるか　２．本人が知ったら納得
できるか　３．説明できる行動か　４．一人で決め
ていないか

中地区ふれあい館　℡54-1659

伊勢町ふれあい館　℡50-1020

講座名 開催日 時　間

スマイルアップ体操

ストレッチ

青春ポップス

第1（金）

第3（火）

第1（火）

13:30～14:30

13:30～14:30

13:30～14:30

講座名 開催日 時　間

ストレッチ

スマホ教室

青春ポップス

第4（木）

第4（月）

第3（火）

10:30～11:30

13:30～15:00

13:30～14:30

ふれあい館 新講座始まりました

やってみよう！ ボランティア

ボランティアをして
みたいけど、どうす
ればいいのかな？

自分にできる
ことがあるかな？

大村市ボランティアセンター
「あいわーく」ではボランティア
情報を配信しています。

LINEで対応可能！
（8:30～17:00）
LINEで対応可能！
（8:30～17:00）

お問
合せ

大村市ボランティアセンター
　　　　　　　　「あいわーく」
℡56-8663  Eメールovc@omura-shakyo.net

ふれあい館は
65歳以上の方で、

ご利用には登録が必要です。
詳しくは

お尋ねください。


